
(57)【要約】

【課題】厚みを増大させることなく、１～３ＫＨｚ付近

の吸音性を向上させることができ、しかも軽量で安価な

吸音材を提供する。

【解決手段】ポリウレタンフォーム等からなる平板の多

孔質弾性発泡体の表面にプロファイル加工による複数の

凹凸が形成された基材１１と、前記凸部１５の頂部１５

ａ間に張設されて前記凸部１５の頂部１５ａと接合した

被膜２１とによって自動車の車内等に好適な吸音材を形

成した。被膜２１は、ポリウレタンフィルム等からなる

厚み１０～１０００μｍのプラスチックフィルム、凸部

１５の間隔は５～２００ｍｍ、凸部と凹部の高低差は３

～７０ｍｍであるのが好ましい。

【選択図】　　　　図１

JP 2005-283703 A 2005.10.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 平 板 の 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 表 面 に 複 数 の 凹 凸 が 形 成 さ れ た 基 材 と 、 前 記 凸 部 の 頂 部 間 に
張 設 さ れ て 前 記 凸 部 の 頂 部 と 接 合 し た 被 膜 と よ り な る 吸 音 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 凹 凸 が 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 に よ り 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 音 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 被 膜 が 厚 み １ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 吸 音 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 凸 部 の 間 隔 が ５ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か 一 項
に 記 載 の 吸 音 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 材 に お け る 凸 部 と 凹 部 の 高 低 差 が ３ ～ ７ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 吸 音 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 基 材 に お け る 凹 部 位 置 の 厚 み Ｈ ２ が １ ～ ２ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 吸 音 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 吸 音 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 自 動 車 内 に は 、 フ ェ ル ト や 発 泡 体 、 ガ ラ ス ウ ー ル 等 か ら な る 吸 音 材 が 多 用 さ れ
て い る 。 ま た 、 自 動 車 用 の 吸 音 材 は 燃 費 の 改 善 等 の た め 、 軽 量 な 吸 音 材 が 求 め ら れ て い る
。 さ ら に 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 車 に お い て は 、 １ ～ ３ Ｋ Ｈ ｚ 付 近 の 吸 音 性 向 上 が 求 め ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の フ ェ ル ト や ガ ラ ス ウ ー ル な ど の 繊 維 体 か ら な る 吸 音 材 は 、 一 般 的 に ３ ０ ０ ｇ ／ ｍ
２ ～ １ ６ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ の 重 量 範 囲 で 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 表 面 を 凹 凸 に 賦 形 し た グ ラ ス
ウ ー ル 、 ロ ッ ク ウ ー ル 、 多 孔 質 ボ ー ド 等 に 樹 脂 フ ィ ル ム を 張 り 、 外 枠 材 に 収 納 す る こ と が
提 案 さ れ て い る が 、 そ の 場 合 、 繊 維 体 に 凹 凸 を 形 成 す る た め の バ イ ン ダ ー や 成 形 型 が 必 要
と な り 、 コ ス ト や 手 間 が か か る 。 さ ら に 吸 音 材 が 圧 縮 さ れ た 場 合 に は 、 凸 部 が 潰 れ て 圧 縮
解 除 後 も 復 元 し な く な り 、 繊 維 体 の 表 面 と 樹 脂 フ ィ ル ム が 略 全 体 で 接 触 し て 樹 脂 フ ィ ル ム
の 振 動 が 制 限 さ れ 、 良 好 な 吸 音 性 が 得 ら れ な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 多 孔 質 材 料 か ら な る 吸 音 材 に お い て 、 １ ～ ３ Ｋ Ｈ ｚ 付 近 の 吸 音 性 を 改 善 す る 方 法
と し て 、 厚 み を 増 大 さ せ る こ と や 、 全 面 に フ ィ ル ム を 張 る こ と が 行 わ れ て い る 。 し か し 、
厚 み を 増 大 さ せ る と 吸 音 材 の 重 量 が 増 大 す る 問 題 や 、 設 置 空 間 が 制 限 さ れ る 設 置 場 所 に 吸
音 材 を 設 置 で き な く な る 問 題 が 発 生 す る 。 そ れ に 対 し て 全 面 に フ ィ ル ム を 張 る 場 合 に は 、
フ ィ ル ム の 膜 振 動 に よ っ て １ ～ ３ Ｋ Ｈ ｚ 付 近 の 吸 音 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な も の の 、
全 体 的 な 吸 音 性 に つ い て は 低 下 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 空 気 が 封 入 さ れ た 多 数 の 凸 部 を 表 面 に 有 す る 樹 脂 フ ィ ル ム を 、 多 孔 質 材 料 の 表
面 に 貼 り 合 わ せ た も の も 提 案 さ れ て い る が 、 表 面 側 に 凹 凸 が 現 れ る た め 、 使 用 時 に 表 面 に
ご み が 溜 ま り や す い 問 題 や 、 施 工 時 に 空 気 封 入 凸 部 が 破 損 し 易 い 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ４ ９ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ １ ７ ６ ８ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 前 記 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 厚 み を 増 大 さ せ る こ と な く 、 １ ～ ３ Ｋ Ｈ ｚ 付
近 の 吸 音 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 し か も 軽 量 で 安 価 な 吸 音 材 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 平 板 の 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 表 面 に 複 数 の 凹 凸 が 形 成 さ れ た 基 材 と 、
前 記 凸 部 の 頂 部 間 に 張 設 さ れ て 前 記 凸 部 の 頂 部 と 接 合 し た 被 膜 と よ り な る 吸 音 材 に 係 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 凹 凸 が 、 プ ロ フ ァ イ ル
加 工 に よ り 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 被 膜 が 厚 み １ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ の プ
ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か 一 項 に お い て 、 前 記 凸 部 の 間 隔 が ５ ～ ２ ０
０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か 一 項 に お い て 、 前 記 基 材 に お け る 凸 部 と 凹
部 の 高 低 差 が ３ ～ ７ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か 一 項 に お い て 、 前 記 基 材 に お け る 凹 部 位 置
の 厚 み Ｈ ２ が １ ～ ２ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 吸 音 材 は 、 平 板 の 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 表 面 に 複 数 の 凹 凸 部 が 形 成 さ れ
た 基 材 と 、 前 記 凸 部 の 頂 部 間 に 張 設 さ れ て 前 記 凸 部 の 頂 部 と 接 合 し た 被 膜 と よ り な る た め
、 被 膜 の 膜 振 動 に よ る 吸 音 性 向 上 作 用 、 特 に は １ ～ ３ Ｋ Ｈ ｚ 付 近 の 吸 音 性 を 向 上 す る こ と
が で き 、 吸 音 材 の 厚 み を 増 大 す る こ と な く 吸 音 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 前
記 被 膜 が 基 材 の 凸 部 の 頂 部 と 接 合 さ れ て い る た め 、 被 膜 の 膜 振 動 を 凸 部 間 で 確 実 に 行 わ せ
る こ と が で き 、 吸 音 性 の 向 上 が よ り 良 好 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ２ の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 は 、 公 知 の ご と く 、 平 板 状 の 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 を
、 表 面 が 凹 凸 の 二 本 の ロ ー ル 間 に 通 し て 圧 縮 す る と 共 に 、 そ の 圧 縮 状 態 の 多 孔 質 弾 性 発 泡
体 の 中 央 部 を 刃 物 で 切 断 す る こ と に よ り 、 切 断 後 の 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 が 復 元 し た 際 に 前 記
切 断 面 に 複 数 の 凹 凸 を 有 す る も の と な る 加 工 方 法 で あ り 、 型 を 用 い な く て も 複 数 の 凹 凸 を
基 材 の 表 面 に 形 成 で き る た め 、 安 価 な 吸 音 材 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 基 材 が 多 孔
質 弾 性 発 泡 体 か ら な る た め 、 吸 音 材 の 設 置 場 所 に よ っ て は 、 設 置 作 業 時 に 吸 音 材 を 一 旦 圧
縮 し な け れ ば な ら な い こ と が あ っ て も 、 前 記 圧 縮 に よ っ て 潰 れ た 凸 部 が 、 圧 縮 解 除 後 に は
復 元 す る の で 、 凸 部 の 頂 部 に 接 合 さ れ て い る 被 膜 の 膜 振 動 に よ る 吸 音 効 果 を 圧 縮 解 除 後 も
得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に お け る 吸 音 材 の 一 部 切 り 欠 き 斜 視 図 、 図 ２ は 同 実 施 例 に お け
る 基 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す 吸 音 材 １ ０ は 、 基 材 １ １ と 被 膜 ２ １ と よ り な る 。 前 記 基 材 １ １ は 、 図 ２ か ら
よ り よ く 理 解 さ れ る よ う に 、 平 板 の 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 表 面 に プ ロ フ ァ イ ル 加 工 に よ る 複
数 の 凹 凸 が 形 成 さ れ た も の で あ る 。 前 記 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 と し て は 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 が
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可 能 な も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 使 用 可 能 な 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 と し て 、 軟 質 ポ リ ウ
レ タ ン フ ォ ー ム 、 メ ラ ミ ン フ ォ ー ム 、 ゴ ム ス ポ ン ジ 、 オ レ フ ィ ン フ ォ ー ム な ど を 挙 げ る こ
と が で き る 。 ま た 、 前 記 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 は 、 密 度 が １ ５ ～ ４ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 、 通 気 量 が １
０ ～ ５ ０ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ ３ ／ ｓ ｅ ｃ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ 　 １ ０ ９ ６ ） の も の が 、 軽 量 性 及 び 吸 音 性 を
良 好 と す る 上 で 好 ま し い 。 た だ し 、 発 泡 体 単 体 で み る と 、 前 記 範 囲 外 で あ っ て も 本 発 明 の
構 造 と す る こ と で 、 従 来 の 吸 音 材 よ り も 良 好 な 吸 音 性 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 凹 凸 は 公 知 の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 に よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ り 、 図 示 の 例 で は 、 前
記 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 片 面 に 複 数 の 凹 部 １ ３ と 凸 部 １ ５ か ら な る 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る が
、 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 両 面 に 前 記 凹 凸 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 凸 部 １ ５ の 間 隔 （ 頂 部 間 隔 ） は 、 ５ ｍ ｍ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 ５ ｍ ｍ 未 満 の 場
合 に は 、 前 記 凸 部 １ ５ 間 で 前 記 被 膜 ２ １ の 自 由 度 が 低 下 し 、 被 膜 ２ １ の 膜 振 動 に よ る 効 果
的 な 吸 音 性 向 上 を 図 れ な く な る 。 ま た ２ ０ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 、 前 記 被 膜 ２ １ に 撓 み が 発 生
し た 際 に 、 前 記 被 膜 ２ １ が 前 記 凹 部 １ ３ と 接 触 し て 被 膜 ２ １ の 膜 振 が 効 果 的 に 行 わ れ な く
な る 。 前 記 理 由 に よ り 、 前 記 凸 部 １ ５ の 間 隔 は ５ ｍ ｍ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 さ ら に は
３ ０ ｍ ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 凸 部 １ ５ と 前 記 凹 部 １ ３ の 高 低 差 、 す な わ ち 前 記 凸 部 １ ５ の 位 置 に お け る 基 材 １ １
の 厚 み Ｈ １ と 前 記 凹 部 １ ３ の 位 置 に お け る 基 材 １ １ の 厚 み Ｈ ２ の 高 低 差 、 Ｈ １ － Ｈ ２ の 値
は 、 ３ ｍ ｍ ～ ７ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 ３ ｍ ｍ 未 満 の 場 合 に は 前 記 凹 部 １ ３ と 前 記 被 膜 ２ １ の
間 の 隙 間 が 実 質 的 に な く な っ て 被 膜 の 自 由 度 が 損 な わ れ 、 良 好 な 吸 音 性 が 得 ら れ な く な る
。 そ れ に 対 し て ７ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 、 前 記 吸 音 材 １ ０ の 厚 み 増 大 に よ っ て 、 前 記 吸 音 材 １
０ の 軽 量 性 が 損 な わ れ る の み な ら ず 、 吸 音 材 の 設 置 場 所 に 制 限 を 受 け る よ う に な る 。 な お
、 前 記 基 材 １ １ に お け る 凹 部 １ ３ 位 置 の 厚 み Ｈ ２ ： 凸 部 位 置 の 厚 み Ｈ １ は 、 １ ： １ ． ５ ～
１ ： ４ で あ る の が 好 ま し い 。 凹 部 １ ３ の 位 置 の 厚 み Ｈ ２ に 対 す る 凸 部 １ ５ の 位 置 の 厚 み Ｈ
１ の 比 が １ ． ５ よ り 小 の 場 合 に は 、 前 記 被 膜 ２ １ の 良 好 な 膜 振 動 が 得 難 く な り 、 そ れ に 対
し て １ ． ５ よ り 大 の 場 合 に は 軽 量 性 が 難 し く な る 。 さ ら に 、 前 記 基 材 １ １ に お け る 凹 部 １
３ の 位 置 の 厚 み Ｈ ２ は 、 １ ～ ２ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 １ ｍ ｍ よ り も 薄 い と 良 好 な 吸 音 性 が 得
ら れ な く な り 、 成 形 後 、 凹 部 の 谷 の 底 で 貫 通 孔 が 形 成 さ れ る 不 具 合 を 生 じ や す い 。 そ れ に
対 し て ２ ０ ｍ ｍ よ り 厚 い と 前 記 吸 音 材 １ ０ の 軽 量 性 が 損 な わ れ る の み な ら ず 、 吸 音 材 の 設
置 場 所 に 制 限 を 受 け る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 被 膜 ２ １ は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム で 構 成 さ れ る 。 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 材 質 は
限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ
ア ミ ド 系 、 シ リ コ ン 系 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 被 膜 ２ １ は 、 厚 み が １ ０ ～ １
０ ０ ０ μ ｍ の も の が 、 膜 振 動 性 に 優 れ 、 良 好 な 吸 音 性 が 得 ら れ る た め に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 被 膜 ２ １ は 、 前 記 凹 部 １ ３ と の 間 に 空 間 を 残 し て 前 記 凸 部 １ ５ 間 に 張 設 さ れ 、 前 記
基 材 １ １ の 凹 凸 側 の 表 面 を 覆 う 。 前 記 被 膜 ２ １ と 前 記 凸 部 １ ５ と は 、 前 記 凸 部 １ ５ の 頂 部
１ ５ ａ に お い て 接 合 さ れ て い る 。 前 記 接 合 は 、 接 着 剤 に よ る も の で も 、 あ る い は 前 記 凸 部
１ ５ の 頂 部 １ ５ ａ を 火 炎 に よ っ て 溶 融 し 、 前 記 溶 融 状 態 の 凸 部 １ ５ の 頂 部 １ ５ ａ に 前 記 被
膜 ２ １ を 圧 着 す る 火 炎 溶 着 に よ る も の 、 あ る い は そ の 他 の 接 合 方 法 で も よ い 。 ま た 、 前 記
被 膜 ２ １ は 、 前 記 基 材 １ １ の 凹 凸 表 面 を 覆 っ て い れ ば 、 用 途 に よ り 基 材 １ １ の 全 面 が 被 膜
２ １ で 覆 わ れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 で も 良 好 な 吸 音 性 が 得 ら れ る 。 さ ら に 、 そ の 場 合 に
は 、 前 記 基 材 １ １ が 被 膜 で あ る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム に よ り 覆 わ れ る こ と に よ り 、 基 材 で
あ る 多 孔 質 弾 性 発 泡 体 の 耐 久 性 を 増 大 さ せ る こ と も 期 待 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 具 体 的 な 実 施 例 を 示 す 。 実 施 例 １ の 吸 音 材 は 、 基 材 と し て 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ
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ー ム （ 密 度 １ ８ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 、 通 気 量 ３ ０ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ ３ ／ ｓ ｅ ｃ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ 　 １ ０ ９ ６ ）
、 品 番 Ｆ － ２ １ 、 株 式 会 社 イ ノ ア ッ ク コ ー ポ レ ー シ ョ ン 製 ） を プ ロ フ ァ イ ル 加 工 し て 片 面
に 凹 凸 を 形 成 し た も の を 用 い た 。 ま た 、 実 施 例 １ に お け る 基 材 は 、 凸 部 の 間 隔 （ 頂 部 間 隔
） が ３ ０ ｍ ｍ 、 凸 部 の 位 置 に お け る 基 材 の 厚 み Ｈ １ が １ ０ ｍ ｍ 、 凹 部 の 位 置 に お け る 基 材
の 厚 み Ｈ ２ が ３ ｍ ｍ 、 凸 部 と 凹 部 の 高 低 差 、 Ｈ １ － Ｈ ２ の 値 が ７ ｍ ｍ 、 Ｈ ２ ： Ｈ １ が １ ：
３ ． ３ で あ り 、 基 材 の 全 体 寸 法 は 、 １ ０ × ３ ０ ０ × ３ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 実 施 例 １ に
お け る 被 膜 は 、 厚 み ２ ０ μ ｍ の ポ リ ウ レ タ ン フ ィ ル ム を 使 用 し 、 火 炎 溶 着 に よ っ て 基 材 の
凸 部 の 頂 部 に 接 合 す る こ と に よ り 、 凸 部 間 に 張 設 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 ２ の 吸 音 材 は 、 実 施 例 １ と 同 じ 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム を 基 材 に 用 い 、 凸 部 の
間 隔 （ 頂 部 間 隔 ） を ３ ０ ｍ ｍ 、 凸 部 の 位 置 に お け る 基 材 の 厚 み Ｈ １ を １ ０ ｍ ｍ 、 凹 部 の 位
置 に お け る 基 材 の 厚 み Ｈ ２ を ５ ｍ ｍ 、 凸 部 と 凹 部 の 高 低 差 、 Ｈ １ － Ｈ ２ の 値 を ５ ｍ ｍ 、 Ｈ
２ ： Ｈ １ を １ ： ２ と し た 点 を 除 き 、 他 は 実 施 例 １ の 吸 音 材 と 同 様 と し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 参 考 の た め 、 以 下 に 示 す 比 較 例 １ ～ ４ の 吸 音 材 を 製 造 し た 。 比 較 例 １ の 吸 音 材 は 、 １ ０
× ３ ０ ０ × ３ ０ ０ ｍ ｍ の 繊 維 体 （ ３ Ｍ 社 製 、 シ ン サ レ ー ト 、 Ｔ Ａ Ｉ － ２ ０ ４ ７ ） の み で 構
成 し た 。 比 較 例 ２ の 吸 音 材 は 、 実 施 例 １ で 用 い た 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム を １ ０ × ３ ０
０ × ３ ０ ０ ｍ ｍ と し た フ ォ ー ム 単 体 で 構 成 し た 。 比 較 例 ３ の 吸 音 材 は 、 実 施 例 １ に お い て
被 膜 を 設 け な い 構 成 と し 、 そ の 他 は 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 と し た 。 比 較 例 ４ の 吸 音 材 は 、
比 較 例 ２ の 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム の 両 面 に 厚 み ２ ０ μ ｍ の ポ リ ウ レ タ ン フ ィ ル ム を 火
炎 溶 着 に よ り 貼 着 し た も の で 構 成 し た 。 表 １ に 、 実 施 例 １ ～ ２ 及 び 比 較 例 １ ～ ４ の 吸 音 材
に つ い て 、 構 成 、 凸 部 間 隔 、 Ｈ １ 及 び Ｈ ２ の 値 、 Ｈ １ － Ｈ ２ の 値 、 重 量 、 厚 み を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 例 １ ～ ２ と 比 較 例 １ ～ ４ に つ い て 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 １ ４ ０ ５ に し た が い 垂

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-283703 A 2005.10.13



直 入 射 吸 音 率 （ ％ ） を 測 定 し た 。 測 定 結 果 は 図 ３ に 示 す と お り で あ る 。 図 ３ か ら 明 ら か な
よ う に 、 実 施 例 １ ～ ２ の 吸 音 材 は 、 比 較 例 １ ～ ４ の 吸 音 材 と 比 較 す る と 被 膜 の 自 由 度 が 高
く 、 膜 振 動 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 １ ～ ３ Ｋ Ｈ ｚ の 吸 音 性 が 向 上 し て い る 。 ま た 実 施 例 ２
の 吸 音 材 は 、 実 施 例 １ の 吸 音 材 よ り も 凹 部 の 厚 み （ Ｈ ２ ） が 大 で あ り 、 １ ～ ３ Ｋ Ｈ ｚ に お
け る 吸 音 率 の ピ ー ク が 幾 分 低 周 波 側 へ ず れ て い る が 、 １ ０ ０ ０ ～ ３ １ ５ ０ Ｈ ｚ の 吸 音 性 に
つ い て は 、 実 施 例 １ の 吸 音 材 と 同 様 に 比 較 例 １ ～ ４ の 吸 音 材 よ り も 優 れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に お け る 吸 音 材 の 一 部 切 り 欠 き 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 例 に お け る 基 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 及 び 比 較 例 の 吸 音 材 に 対 す る 垂 直 入 射 吸 音 率 の 測 定 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ０ 　 吸 音 材
　 １ １ 　 基 材
　 １ ３ 　 凹 部
　 １ ５ 　 凸 部
　 １ ５ ａ 　 凸 部 の 頂 部
　 ２ １ 　 被 膜
　 Ｈ １ 　 凸 部 位 置 に お け る 基 材 の 厚 み
　 Ｈ ２ 　 凹 部 位 置 に お け る 基 材 の 厚 み
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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